
　青森生まれの私には、「マネキン」や「ね
ぷた」に恐怖を抱いて過ごした幼少期の思 
い出がある。その恐怖は何から来るものかも
知らず、大人になった今でも出来る事なら目
を合わせずにいたいと思っている。「マネキ
ン」は動かないと知りつつも、「いきなり動
いたら…」と考えてしまうとすぐさま鳥肌が
立つし、「ねぷた」は単なる大きな 絵と知
りつつも、「その大きさと大太鼓の音色」に
因ってか、今にも私の頭上に圧し掛からんと
する。だから怖いと思ったし、その様に考え
ていたのだが…。ただ私とて常に恐怖を感じ
ている訳ではなく、「ねぷた制作」に携わっ
た時は恐怖など一度も感じた事はなかったの
だ。この様な体感を「畏怖と言うらしい。で
は、私の覚えた恐怖は一体どこから来て、何
の意味を持ち、何のために存在し、今に至っ
ているのか。

　本テーマは子供の頃に覚えた恐怖（体験）
を元に実験を繰り返し、作品を見て感じてい
たものの正体を突き止め、それが視覚的効果
として、どのように発揮するのかを探求しよ
うとしたものである。

　本来、畏怖という言葉の意味は、神や仏な
ど自分の力では敵わない相手に恐れおののく
ことである。しかし、この研究で述べる畏怖
が示す感情は、正（ポジティブ）と負（ネガ
ティブ）がある場合における正と負の中間に
位置し、正にも負にもなれる感情のことであ
る。人は予測できないモノに違和感、興味、
恐怖を感じる。正と負のどちらかだけの領域
にいるのであれば、正は正の中で、負は負の
中で安定してしまうが、この両領域にも移り
変わり変化していく状態であれば、不安定で
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予測が難しくなっていく。そのため、中間領
域の０地点（原点）に留まる感情ではなく、
原点を通過し正にも負にもなれる予測不能
な動きを見せる感情のことを本研究では畏
怖と呼ぶこととする。また、本研究の目的は
感情の中間領域を鑑賞者にイメージさせた
り雰囲気を伝えられる様な心理的現象を誘
発させる根源を探求することである。

　「球体」は、ロウソクの揺らぎからヒント
を得て、畏怖の原理を表現したものである。
白い箱にある１点の穴を覗くと１つ３色の三
角錐を組み合わせた回転する球体が見える。
球体が回転することで、三角錐に当たる光の
角度が変わり、色、影が変化し続ける。この
常に不安定に揺らぎ動く状態を生み出すこと
で、畏怖を誘発させる効果を出している。

　「顔」では、一見して判らない程のわずか
に揺れる光がもたらす変化が、見る人々の感
情に大きく影響しているのではないだろうか
という仮説を検証した作品である。「球体」
で見つけた畏怖の原理を他の素材に置き換
え、畏怖を再現した。

　今の時代、写真や動画は、より鮮明になり
状況がハッキリするものとなった。それによ
り、空想するという行為の出番は少なくなっ
たと感じる。空想の世界とは、スペースファ
ンタジーやアニメの世界でのみ生きている様
に思うが、いずれも高精細動画や CG の一部
を切り抜いた写真などでしかない。そんな中
で、今回の実験（手法）を生かした作品が我々
に小さな空想の世界をもたらすのではないか
と思う。
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「顔」
　2020 年
　タブロー
　障子紙 · 墨 · 染料
　H:5000 × W:4000 × D:1mm

「球体」
　2019 年
　立体
　ケント紙 · 絵の具 · 木材 · 機材
　H:1500 × W:600 × D:600mm


